
 

 

 

 

時間を有効活用し、有意義な夏休みを！！  
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と び は た

いよいよ夏休みが始まります。今年度は前期・後期の二学期制のため、９月に前期期末考査があり、通知表は１０

月に配付されます。ですから、前期の結果が出ていないこの夏休みは、これまでの復習に取り組む絶好の機会です。

保護者会で確認した成果や課題をもとに、計画的に学習を進めていきましょう。 

夏休み前集会でも話しましたが、夏休みは、３９日あります。この時間をどう使うかが９月以降の成長のカギとなり

ます。ちょっとした目標でもよいので、「これは絶対にやりきる」という目標を持ち、一つ一つ丁寧に取り組みましょう。 

また、夏休みは楽しいことが増える一方で、危険も伴います。「自分の命は自分で守る」という意識をもち、次の３つ

を大切にしてください。 

①  自転車のマナーと交通ルールを守る 

 交通事故は自分だけでなく、相手の命も危険にさらします。交通ルールを守り、ヘルメットを着用しましょう。 

② 川や海では安全を最優先にする 

「大丈夫だろう」という油断が大きな事故につながります。必ず大人と一緒に行動し、安全を確保しましょう。 

③ SNSを正しく利用する 

軽い気持ちで送った言葉や画像が、想像以上に広がることがあります。送信する前に一呼吸おき、本当に送って

よい内容か考える習慣を身に付けましょう。 

それでは、夏休み明けに一回り大きくなったみなさんと会えることを楽しみにしています。 

きく成長したみなさんに会えることを楽しみにしています。 

 

熱い夏② 戸畑祇園山笠 

本校には、小天山笠と西小若山笠の二つがあります。 

先日、両方の練習を見に行きましたが、どちらの生徒 

も普段の授業中の柔和な表情とは一変し、とても気合

の入った表情を見せていました。互いに声を掛け合い、

力を合わせながら、神輿を担ぐ姿に感動しました。 

休憩中には「肩が痛い」と言いながらも、すぐにもとへ

戻り、神輿を担ぐ姿が見られました。その姿から、先輩方

から脈々と受け継がれてきた伝統を誇りに思い、一生懸

命取り組んでいることが強く伝わってきました。一生懸命

頑張る姿は本当にりりしく、頼もしいものです。本番での雄

姿を今から楽しみにしています。 

なお、職員室もすっかり「山笠モード」です。職員一同、

生徒たちに負けないよう頑張ります。 

 

 

 

熱い夏① 中体連 

６月中旬から、各部活動で夏の大会が始まってい

ます。 三年生にとって最後の大会となる本大会で

は、どの大会でも熱戦が繰り広げられました。 

その中で勝利し、次のステージに進めた部もある

でしょう。逆に全力は尽くしたけれど、悔し涙を流した

部もあるでしょう。しかし、どの部活動も、声を出し、粘

り強くあきらめずに戦う姿がとても印象的でした。 

 勝負に勝敗はつきものです。一番大切なのは、どの

ように戦ったのかです。あきらめずに最後まで戦った

ことは、これからの人生の大きな糧となります。 

 中体連は夏休み期間も続きます。結果は、夏休み明

けにお知らせします。 頑張れ、飛幡中、部活動生！！ 

 

 

 

中体連の結果は、県大会等が終了した次号でお

知らせいたします。 

    

部活動に所属していないみなさんも、会場には行

けませんが、心の中で温かいエールを送りましょう。 

 

 

 

【校長より】 

  先日、AI活用研修がありました。聞き慣れない横文字に悪戦苦闘。ここまで置いてきぼりをくらったのは、高校の

ベクトルの計算以来でした。「プロンプトってなに?」と若い先生に教わりながら、しっかりアップデートしていきます。 

北九州市では、AIを主体的に活用し自分の考えを深めるために「問いを立てる力」「論理的に考える力」「言

葉で表現する力」が必要とし、その育成には読書が欠かせないとして、『AI と読書』を重点目標に掲げています。

先日の AI型学習アプリ導入のお知らせも、その一環です。 

本校でも、生徒の個別最適な学びを支えるため、今後、端末の持ち帰りを進め、アプリを活用していきます。そこ

で、保護者の皆様にお願いです。端末は税金で整備されたものですので、大切に使うようご家庭でもご指導くださ

い。また、夏休みは読書に親しむ機会にしてほしいと思います。地域の図書館もぜひご活用ください。 

 

 


